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暑い日が続きますが皆様いかがお過ごしでしょうか。
先の西日本の豪雨被害では多数の方が亡くなられ，ま
た被災されました。心が痛みます。深く哀悼の意を表
しますとともに，心からお見舞い申し上げます。また，
当該府県の先生方におかれましては，自らも大変なご
苦労をなされながらも，現在も被災した方々を含め多
くの患者さんの治療に当たられていることと拝察しま
す。くれぐれも体調管理にはご留意ください。所詮微
力ではありますが，何か我々でお手伝いできることが
あれば遠慮なく 『眼科』 編集部にご連絡ください。
今月号の特集は，“強度近視を治療する”です。難
治の病態ですが，あえて“治療する”というタイトル
になっているところに，この特集の意気込みを感じま
す。前を向いて少しでも前進していこうという姿勢は
大切です。執筆陣もその分野での一流の方ばかりで，
さすがに非常にタイムリーな読み応えのある内容と
なっています。綜説は，内野先生によるドライアイと
厚東先生による飛蚊症の話題です。これまた日常診療
で非常によく遭遇する疾患が取り上げられています。

若手の専門家による力強い内容です。このような定番
（？）の疾患においても，考え方や対処法が日々変化し
ていきます。ただ，現在の潮流にやみくもに乗ってい
こうとして振り回されるのは賢くないと考えます。本
綜説を熟読されしっかりとした偏りのない知識を身に
付けていただきたいと思います。シリーズ「機器・薬
剤紹介」は宇治先生によるCanon の最新OCTの話題
です。加算平均されたOCTAの画像がとても美しい
です。飯島編集委員による網膜静脈閉塞症のシリーズ
では，今回は治療開始時期の考察がなされています。
先生のようなエキスパートの御見解が明確に示されて
おり，とてもためになります。「眼瞼を診る」では，
角膜フリクテンとマイボーム腺炎の意外な関係が解説
されています。さらに今回は「原著」がひとつ，「臨
床報告」がひとつ掲載されています。『眼科』 では
もっとたくさんの論文を掲載したいと思っています。
本誌は掲載料がカラー印刷であっても無料です。本誌
の紙面をどんどん活用していただければ幸いです。
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